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2•試験目的
対象址域は低沼,多雪など気象条件が極めてさびしい上に,土壇条件も低出地帯とは異なった 

悪条件を与えているので,これらの諸条件の程度とせによって環境区分•を行ない,それぞれ 

の支配因子に応じた更折方法を確立することを目的とするとともk ,更新方法については亜高山 

性針葉樹林の各穗伐採方法に厄じた前生雅樹の消長原因の把探を行なうととも｝てブナ林について 

は微気象および病罟の而から稚樹の消失原因を究明して,その確実な更新方法を見出すことを目 

的とす・る。

5.昭和4 4年度の経過とえられた結果

戦後,移當研究として亜！®山劾帯の更所作関する研究が行なわれてきたが1昭和4 〇年度より 

本場,束北支堪および木曾分揚の共同研究として亜髙山扯帯の造林に関する試験が4か年fti•画で 

とりあげられ,各稲の調査•研究および試籁仙の段定が行なわれ,亜高山地帯の針釜樹林および 

上部ブナ帯の森林の天然更統および人工造林に関する数多くの知見が角られた。

昭^04 d年度は,ウラジロモミ,シラベ林の天然更新K関する研究,ブナの更新忙関する研究 

に分れて実徳され,主として既往試餓地における稚樹の発生活長の経年調奔を行なうととも忙新 

しいブナ带の環境区分に関する研究が務丰された。

また木・分地においては新たにウラジロモミ,シラベ林の天然更新の研究の一環として壬淹試 

龄址が設定された。

上記の研究によ〇て亜高山地番針發邮およぴブナ林において•各址域における天然林の実渉 

明らかになるとともに従来の伐採方法による更折の良否が渐次究明されつつある。

4昭和4 4年度の試験計画

!亜高山灿帯および上部ブナ薈における環境区分と更折区分

1-I 大環境区分 気象宵科,林相図,士培図,怕質図,堆形図により対象区域の大環境区 

分を分ける。

！一 2 中環境収分と更新区分

1- 5 小環境区分と更新型区分,富士山,南会津坂下地区において瀏资し,資科の菟集を行

なう。

2.亜花山性針策樹林の稚樹の消長と上木伐採方法との幽係

2- 1I川上带状皆伐試験地,八ヶ岳天然更新試験址Kおいて各プロフトの調査を行な5〇

2-1I|王滝天然更新試験地 試験地内の士塲,植生調査,除茸剤敵布•林床処理,個噸 

査,稲子の落下紙調布

2-2伐採的てよる稚樹の消失に関する跚斉,JI！上就蹤地付近の淅伐予定箇所にブロブ卜を 

設定して伐採前の稚桝御符を行なう。

2-5 伐採後の稚樹の消失原圈?.明,上記ブロットと関連して稚樹の根系調査・蒸敝最調査・ 

環境訓商を行なう。

3•ブナ林の稚樹の発生消择と上木伐採方法との関係

3T I S•場山更新試験地•秋枝5調査,相対照度調杏,気象調査を行なう。

3 —1H黒沢尻プナ総合試験址•保残木作券区,帯状皆伐区において稚樹の発生消長調査. 

相対照旌調査,および試験地内の上記試跡区のうち未伐採地の夾螂査を行な5〇

5-1il!安比試咐・ブナの稚樹の発生消長と気里菠因との関係を調査する。

5-2 各枷伐採跡地における事例凋玄

南会津坂下営林•密都内ブナ林について実恩噩帝を行なう。



3-S ブナ稚樹の消失原因の究明

茧场山試験地内の稚苗発生地にプロ プ卜を設定して病害発生毋ほおける病原唐の検索I 

防除就験などについて諷矜rる。
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6.採種林の施業法の改善

(1) スギ採種林の造成

(2) アカエゾマッ採租林の造成

(3) アカマツ採種林の造成

(1)スギ採稲林の造成に関する就験

1.試験担当者

本場造林部造林科長 柳沢聽雄ほか

2•試験目的

採対燃の結実ほを増大し,タネの品質を向上するための施業方法を確立する。

3. 昭和4 4年度の経過とえられた結果

予定田したがって春施肥を行なったほか,各区K環状剝皮処珂を行ない,また一SBの区では, 

ジペレリン処理を行なった。4 4年秋はほとんど球果の着生がみられなかったので,秋施肥は行 

なわず(葉分析の試料だけを採取した。なお,4 4年秋の好衣によれば,少なくとも上記の赫 

促進処理を行なった。4 4年秋はほとんど球杲の希生がみられなかったので,秋施紀は行なわず, 

葉分析の試料だけを採取した。なお,4 4年秋の概査によれば,少なくとも上記の消花促進処理 

を行なった伽体については,4 5年秋にかなりの収稚が那待できそうである。

従来,この試験のなかで行なっていたアカマツについては,4 4年10月に第8回の站実調音 

を行なって終了した。採牧球果から調製したタネの品归Kついては4 5年3月に発芽試験•を完了 

し,現在N • P • Kの含右率を分析中である。

4. 昭和4 5年度の試験計画

5月中旬に春施肥を行ない,6月下旬〜7月中句Kわたって結実促進処理を行なう。

1〇月中旬には第1回の結実調査を行ない,あわせて秋施肥を実施する。

採種球果は本場にもちかえて測定,タネを調製し,晶質を調杏する。


